

































報 第 16 号
関 係 法 令
-....・、，・～0・』・・～．，司、..........・，川・、，・，e・・・.... ..，・’h
法 律
第 1 79号 国 家公務員のための国設宿舎に関する法律の
一部を 改正する法律 33. 12 .23官報
第 1 5号 国立学校設置法の一 部を 改正する 法律
3. 16 ，， 
第
79 号 所得税法 の一部を 改正する 法 律 3.31 ，， 
第 1 1 9号 一般職の職員の給与に関する法律等の一部を
改正 する 法律 4.1 3 ，， 
第 1 30号 文部省設置法の一 部を改正する法律
4.14 // 
政 4守』1 
第341号 国家公務員宿舎法施行令 33. 1 2.23 官報
第357号 国家公務 員共済組合法泡行令の一部を 改正す
る政令 33. 12.27 // 
第 85号 所得税法 施行規則の一 部を改正する 政令
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一部 を改正する省令 33. 12. 27官報
法務第 2 号 供託規則 1. 7. 官報 （外2)
文部第 1 号 学 校基本調査規則 の一部を改正する省令
2. 1 7 官報
文部第 2号 学校衛生統計調査規 則の一部を改正する
省令 2. 1 7  庁
文部第 4号 学校教員調査規則の一部を改正する 省令
2.25 // 
大蔵第10号 国家公務員 宿舎法施行規 則 2.25 // 
大蔵第1 2号 国家公務員共済組合法施行規 則の一部を
改正する省令 3. 2 庁
大蔵第13号 所得税法施行細則の一部を改正する省令
3 . 16 // 
大蔵第21号 日本銀行国庫金取扱規程等の一部を 改正
する 省令 3. 3 1  庁
文 部第 8号 文部省設置法施行規則の一部を 改正する
省令 4. 1 //' 
文部第 1 1号 文部 省設置法施行規則の一部を 改正する





文部第 1号 学校基本調査実施要領の一部を改正する訓 学 内 規 程
規
令 2.1 7 官報
庁第 2号 学校衛生統計調査実施要領の一部を改正す




を置く 学部等を指定する訓令 3.23 I'/' 
則
会計検査院第 1号 計算証明規則の一部を改正する規則
3 .3 1 官報
人事院 2-3 人事院事務局の組織の一部を改正する規
則 4. 1 庁
人事院2- 4 人事院の職員に対する権限の委任の一部
を改正する規則 4, 1 庁
人事院2-7 人事院事務局の職制の一部を改正する規
則 4. 1 I'/' 
会計検査院第3号 会計検査院法施行規則等の一部を改
正する規則 4. 1 庁
’・．，戸、．． ・、，；•・，．・・、�··・，a，岡、...・，－....・‘・，・・．．・・、．・・’・・’














この規 程（改正〉は昭和 34年4月1 日 から実施する。
告 万て
学 部事務分掌規程の一 部改正
文部第 9 1 号 印刷費， 製本費， 材料引取運賃及び製版費
の標準単価を定める件の一部を改正する件 ｜ 第4条， 第四項中の「身体検査」とあるを「健康診断」と
33.1 2. 27 官報 ｜ 改める。
文部第26号 学校教員調査規則の規定に基き教員調査を ｜ 付則に次の付則を加える。
行う年度及びその期 日 を定める件 ｜ 付 則
3.25 庁
調達庁第 4号 国 家公務員共済組合法第1 1条第 1項及び
国家公務員共済組 合法施行規則第3条の
規定に基き調達庁共済組合運営規則を定
める件 4. 1 官報
法律施行通知
国 税庁 昭和331,f. 3月改正所得税法の取扱について
3. 3 庁
通 達
0 昭和 32年度決算検査の結果， 会計経理士注意を要す
る事項について（1.2付国会第292号〉










は 63単位以上， 専門諜程については 87単位以上
を履修するものとする。
2. 別表（1）薬学部学科 目及び単位数の 中
(1) 生物薬品化学講座の宍習3単位を 2単位に
(2) 小計（実習） 27単位を
(3）合計 1 5 1単位を
改める。
3. 付則に次の付則を加える。
付 則 （昭和3 4年3月6 日改正3
2G単位に
1 50単位に




第 8 条 教官の人事及び名誉教授の内申に関して審議する











教育学部規程 第 14条第2 項． 第16条
薬 学 部 規 程 第32条， 第33条







第11章 専 攻 科
第56条宏次の如く改める。
第56条 本学に次の専攻科をおく。
経済 学専攻科 経理経 営専攻
薬 学 専攻科 薬 学 専 攻








経済学専攻科 経 理経営専攻 10名
薬 学専 攻 科 薬 学 専 攻 7名















第 3 条 経済学専攻科学 生の 学科課程は別表2の定めると ｜ 富
ころに従い必修科目18単位〈演習4単位． 研究報 告6 単 l 山
位を含む〉及び選択科目12単位以上， 合計30単位以上を l 大
履修しなければならない。 l 叫E 寸・
付則に次の付則を加える。
付 則
この 規程 （改正〉は 昭和 34年 4 月 1 日 か ら実施する。
別 表（2)
学科目及び単位数









































バ斗 A斗 A品目 A斗 A斗
専攻科 ｜ 専 攻
4 
点“l凋斗4ι寸A斗aA4EA斗

































第 一 電 気 理 論
同演 習 及実験
コース
l 文 献 指 導
第 二 電 気 機 器工 学
開 演 習 及実 験
コース 文 献 指 導
第 三 電 カ 工 学
同 演 習 及 実 験
コース
文 献 指 導
第 四 通 工 学
間 演 習 及実 験コース
文 献 指 導
電気理論特論




応 用 数 ザ戸 崎ー
j芯 用 物 理
燃 料 特 る日間ι 
第 一 石油化学特 論
コース 実 E食
文 献 指 i尊
有機合成化学持論
第 二 有 機化 学 特 論
コース 実 験
文 献 指 導
工業電気化学特論
第 三 分析化 学特論
コー－；ス 実 験
文 献 指 導
l 物理化学特論〈第 1)
第 四i化学工学特論（第1 ) 
コース 実 験
文 献 指 導










1 8  
2 
6 























































応 用 数 戸寸崎ー
応 用 物 理
鋳 造 学
同 実 験
文 献 指 導
金 属 加 工 戸ラ時ー
同 実 験
文 献 指 導
鉄 冶 金 片づ品 ゐ一
同 実 験
文 献 指 導
非 鉄 冶 金 学
同 実 験
文 献 指 導
金属材料特論
金属加工特 論
鉄 冶 金 学特論
非鉄冶金学 特論
電 気冶 金 学 特 論
応 用 数 で戸ふ子ら・
応 用 物 理
構 1、必巴三 カ
自 動 告lj
応 用 弾 ’性
属 て ’性 戸寸時ー
験 実 5臼ヰ刃











1 8  
2 
6 
1 8  
2 
6 



















カ日 工 法 4
コース 実 験 実 習 4
特 Bリ 研 究 1 0
イ云 奪包 特 論 2 
第 三 蒸 気 原 動 機 2 
応 用 熱 カ 戸ラ崎与 2 コース
実 験 実 習 4 
特 Zli 研 究 1 0  
水 力 機械 特 論 4 
第 四 流 体 力 学 4 
ゴース 実 験 実 習 4 
特 zu 研 究 1 0  
計測特 論第 一部 2 
第 五 精密 測 定 特 論 2 
コース
弾 ’性 振 動 論 2 
報昭和 34 年 4 月 1 5 日
学 科 目 単 位数 学 科 目 単 位数
専攻名 専攻名 lコース｜学 科 目 必修｜選択 ゴース 学 科 目 必修｜選択
計測特論第二部 2 精密加工特論 2 
雪雲 実 験 実 習 4 流体機械特論 2 準翠 一 特 別 研 究 10 警聾選択 機械力学特論 2 」専ー 攻ー:f-" 専」ー 攻-r 科 目 応 用 数 学 2 選 択 機 構 学 特 論 2 応 用 物 理 2 科 目 内 燃 機 特 論 2 
回，....，，.. ＿』，.....『M・H，川『』H・....園町H・h圃，.., .. ....__ ..... ....... 
人 事 異 動
，，，四....ー......’....『＿... .，，，..、.....，，，『，J’.，；’...・『....，..... .. 
現 官 職 ｜氏 名｜ 異 動 内 容 ｜発令月日
｜武 暢 夫｜文部教官〈富山大学助手経済学部〕に採用する｜ 1 1 
｜村 沢 巌｜技能員（教育学部農夫〉に採用する I , 10 
｜門 島政 己i事務員〈工学部〉に採用する 1 2. 15 
｜牧 野 久 幸｜
｜沢 芳 昭i用務員〈工学部事務見習〉に採用する ｜ 。
｜嶋 忠 雄｜櫛E員（工学部工務員〉に採用する ｜ 庁
｜小笠原和夫｜文部教官（富山大学教授文理学部〉に採用する｜ 4. 1 
｜酒 井 立 夫｜文部教官く富山大学講師薬学部〉に採用する I // 
｜中 村 良 郎1 // 〈富山大学助手文理学部〉に採用する｜
｜中 山 充｜
｜石 黒国 雄｜ 庁 〈富山大学助手教育学部〉に採用する1 // 
｜古川 和 男｜ 庁 〈富山大学助手工学部〉に採用する I // 
｜秋 元 国 男｜事務員（附属図書館〉に採用する I // 
｜佐 野 健 治｜臨時筆生〈薬学部〉に採用する J , 29 
｜千 田 富 子｜ 。 〈会計課〉に採用する I 2. 4 
｜河 崎 輝 子｜ 庁 〈経済学部〉に採用する I 3. 2 3 
｜中 島 益 美｜ 庁 （薬学部〉に採用する 1 4. , 
｜西 野 敦 子｜
｜石 井 節 子1 '/ 〈附属図書館〉に採用する I 4. 1 3 
｜椿 原 重 行｜技能員〈工学部工務員）に採用する 1 4 .  15 
！能登紀 彦｜
用務員く工学部作業員〉 ｜本沢健 二｜工学部事務見習に配置換する I , , 
I i森 田 は る I用t務定員員内（〉工学部作業員〕に配置換する 1 1. 15 
文部事務官〔会計課〉 ｜山 淵保 明｜文理学部に配置換する 1 1. 20 
事務員（工学部〉 ｜高 岡 博｜会計課に配置換する







学現 ｜ 異 動 内 容｜ 富山大韓営短期大学教授に配置換する
富山大学経営短期大学部主事に併任す る
任期は昭和35年 3月31 Bま で と す る
｜事務員（工学部 〉 に配置換する
｜ 教授に昇任さ せ る
｜ 助教授 （教育学部〉 に昇任させる
｜ 文部事務官に任官させる
｜ 文部技官に任官 させる
加藤藤次郎 ｜休職の期聞を昭和34年7月3 日 まで更新する
｜休職の期聞を昭和3何月1 5日まで更新する

































1. 10 ，， 水 上嘉代子
1 .  15 // 
子
澄
i l j 
荒
2. 2 8  ,, 禎里子岡
，， ノ少勇井今
1. 28 ，， 聴口U-l 































































教 3. 31 
，， 
富山大学教育学部長に併任する
任期は昭和36年 3月31日 まで と す る
富山大学評議員に併任する
任期は昭和36年3月31日までとする｜ 富町棋に併問










































氏 名 異 動 内
｜ 


































｜ 土 生 滋 穂 ｜｜任富期山大怯学昭和教授34経年済9学月部30に日併ま任ですとするる
｜ 栗林定次部 ｜講任師期は（経昭済和学34部年）3に月採31用日すまでる とする
｜川合一郎｜ ，， 
｜ 玉 林 憲義｜ 講 師く文理学部L に 採 用する
｜不破貞春｜
講師（経済学部とに採用する
｜ 木 村 元一｜講師（経済学部二に併任する
｜岸 俊男｜講師L文理学部ゾ併任する
｜上野益三｜ ，， 
















｜ 石 田 光 夫｜ に2併月任28す日るまでとする














｜ 宮 崎義一 I ) 3に月併31任日すまでるとす る
｜友 近 E目 ｜｜講師仁文理学部〕庁 に 併 任する
｜福田 国 弥｜ 。
｜石橋雅義｜ ，， 
｜ 高 野 亨 一 ｜任任 用期 はを更昭 新和 3す5年る 3月31日までとする
博｜ ，， 
｜酒井義昭｜ v 
｜福 田 美 明｜ ，， 
｜草 島 孫 三！ ，， 
｜小林金次｜ ，， 
｜内 田 重 遠｜ //' 
｜米村長敏｜ ，， 
｜松 田 三 知｜
1 米村 畏 敏 1 �1
期
�i割言明，����t手る
｜ ヒユー ・ プラクシ｜任任 はを昭更和新3す5年る 3月31日までとする｜ 村 上 清 造 ｜｜任富期山大は学昭和助教35授隼薬3学月部31 に日併ま任ですとするる































現 官 職 氏 名 異 動 内 �雪偽.l、・ ｜発令月日
沢 井 宗 隆 ｜｜任講師期は（文昭理和3学5部軍）3に月採31用日ナまで
る
とする
尾 崎 進 ｜ ，， ，， 日南田義靖 国：J輩出3… ’� 
野島俊三郎 庁 ノソ
米 村 長 敏 ｜ ，， // 
非 常勤講師 く文理学部 ） 尾 崎 進 ｜｜ 任講期師は〈昭薬学和部35年〕に3併月任31す日まるでとする ，， 
綜 合 情 報
第七回 卒 業 式
毎年定 日 となってい る， 3 月 20 日 第七回卒業式と 第九
回修了式 が黒田講堂で挙行せられた。 昨 年も そうで あった
が
ことしも天侯に患ま れ 陽光うららかな卒業式 日 和で あっ
た
。
この日校門を巣立つもの， 文理学部67 名 ， 教育学学部12
9名， 経済学部127名， 薬学部76 名， 工学部8 8名の計4 87名
であり， この他に教育学部第二初等科の修了生32名と薬学
部の専攻生1名が加わる。来賓としては，新任早々の湊市





式は卒 業， 修了証 書授与に始まり終って梅原学長から次
のごと き 鰻けのこ とばがあった。
学 長 告 辞
春光麗かにして立山連峯の秀容栄えるきょう第7回卒業
及び第9回修了の式を行うことは慶びに耐えなし、。
こLに 553 名の学生諸君は盤雪の功空しからず目出度 く
卒業或は修了さるLことを心から祝福するとともに， これ



































退転す る。 青 年のみがもっ こ の 特権と使命を充分に生か し
且つ果してもらいたい。
奈良の法隆寺には知らるL如く伏蔵がある。法隆寺が不
慮の 災禍に遭 う ことがあっても， こ の伏蔵 の存す る限り． そ
の秘蔵する財宝はもって法隆寺の再建を可能ならしめるに
足るといわれてしる。翻って伏蔵は人生にも， 宇宙に も
ある。 電源の開発 も 自然の伏蔵 が蔵す る力の開発 であり．
原子力の開発も また宇宙の伏蔵が 包蔵 す る無 限の力の開発
で あ る。 人 類は今 や歴史的転換の 期にあ る。 従って今ぞ人
生の伏蔵を聞 く の秋で もあ る。 諸君は人生 の開拓者 であ り
新しい歴 史の推進者で もあ る。 人生伏蔵の
開扉の仕事はか
L って諸君の双肩にあ る。 こ の特権 ， この使命を誓って果
-8-
報 昭和34年 4月15日
して も ら いたし、。 そして健やかに， 力強 く ， こつとない人
生を大切に，有効に送ってもらいたい。く聴取書文責筆者〉 昭和 34年度入学式挙行 l宮
本年度の 新入生を迎える入学式は4月9日10時から黒田l山
このあと大臣，知事，県会議長，市長， 後援会長の祝辞 ｜ 講堂で挙行された。昨年のこの 日は快晴であり桜も恰度満｜大
が次々と述べられたが，これに対L卒業生，修了生一間を ｜ 聞であったが今年は ！ 日早くなっているのに花も散り然もl 凸
代表して教育学部第一初等科の雄川義勝君から容辞があり！雨もよいの曇天であった。併し昨年に優る多数の父兄を迎・J







薬学の両学部はことしもまた施設の関係から前者は富山工｜ 学 長 告 辞
業高校．後者は奥田中学が当てられた。昨年は試験日当 日 ｜ 本日弦に629名の新しく入学される諸君を迎えて第11回
が地鉄のストライキ日 に当 ったので無婆の不安と混乱を惹｜の入学式を挙行することは，わが大学のおおきなよろこび
起したが．ことしはそのことなく順調に推移した。 ｜であります。諸君は新しい教育制度をとおして組織的な学
募集人員685名に対して4.6倍の3' 1 14人の志願者が あ っ ｜ 修をつみかさ ね， その仕上げを なすため に最高の学府まで
たが．志願者中には例により両股も三股もかけている者が｜進んできた優秀な学徒である。本学は敬いと愛をもって諸
あって， 結局当日は927名もの欠席者を出し受験実人員は ｜ 君を迎える次第であります。
2. 187名に減じた。このうち合格者は629名で然かも こ の｜ 本学は大学令の示すとおり．諸君に高級な学芸的教養と
うち更に両天秤組で棄権の者や． その他の事情での入学耳元 l 専門的知識を授け知性と徳性を磨きあげ， 縦横にこれを活
消者が出来，その補欠繰り上げで，入学を許されたものな｜かし得る能力を展開させるために全力をつくしているので
どの出入りがあり，結局595人が入学と決った。かくて募｜あります。諸君は富山大学の名誉にかけて，典型的な学生





学 ｜ ｜ 昭和33 年度 ｜ 昭和34年度｜学 科 ｜ I I ト一一γ一一？一部｜ ｜募集｜ 志願 ｜入学｜ 祢果｜芯願｜ 八学］ ｜ 人員 ｜ 者数 ｜ 者数｜ 人員｜ 者数 l 者数
工｜ 電気工学科 4 0  2:; 
工業化学科 40 2 04 4 0 
学｜金属工学科















のみ翼理はその素顔を示現す るであ ろ う 。
最後に学問を す る ものはあ く まで謙虚でな く てはな ら な
い 。 己を虚 う して謙 る こ と に よって学聞は大成す る のであ
り ま す。 釈尊は茂った林に入って． 一握の木葉を弟子示し
て さ さ やいた。 宇宙の真理は茂った林のよ う であ る 。 私の
学んだこ と はー握の木葉にすぎないのであ る と 。 味 う べ き
言葉で あ る 。 ベーコ シ はいった。 人聞は賢明になればな る
ほ ど ま す ま す姿勢を低 く して他人から学ぼ う と す る と。 こ






こ の あとオ リ エンテ－vヨ ンに入 り武石学生部長か ら 本
学の機構ならびに新入生の心得について綾々綜合的説明が
あっ た。 終って本学生 が組織する 楽団の奏する 歓迎オ ーケ
ス トラに聴 き 入った。
なおオリエンテーνヨンは次のプログラムによって行わ
れた。
4 月 1 1 日 〈土〉 各学部において
1. 学部，学科の紹介および科目履修方法等の説明。
2. その他学部において必要と認め る 事項。
3. 午後新入生健康診断。
4月13日（日〉
午前 〈於文理学部〉 一 般教育課程履修の説明。
午後〈於薬学部〉 新入生 X線直接撮影。 〈第2 日の







一方既に提出の許可申請について は大臣の諮問機関で あ る
学
富山大学経営短期大学部案内
1 .  目的および使命
本学は． 教育基本法の精神に則 り ． 経営を中心 とする実
際的専門的職業に重き をおく大学教育を施し ． 有為な社
会人を育成す る こ と を目的とす る 。
2. イ立 置
東山市五福3190番地
3 ， 施 設
本学は， 富山大学に併設 さ れ， 経済学部の施設 を使用 し
て授業を実施す る 。 学生の食堂， 自 転車置場等の厚生施
設については設備 すベ く 計画中であ る 。
4. 学科， 修業年限および学生定員
学 科 経営科 第二部く夜間17時～21時〉
修業年限 三 年
学生定員 入学定員80名 総定員240名
5 . 授 業 科 目
(1） 一 般教育科目
人文科学関係 歴史学， 文学 ， 心理学
社会科学関係 社会学， 法学， 経済学
自然科学関係 数学， 統計学 ， 物理学 ， 化学
(2）外 国 語 英語， ドイツ語
(3）体 育 講義および実技
(4）専 門 科 目
経済原論． 工業政策， 金融論，経済統計， 経営学総
論， 財務管理， 労務管理， 生産管理，販売管理， 中
小企業論， 商業学， 交通論， 商品学 ． 会計学． ，簿記
概論． 工業簿記お よび原価計算 ． 管理会計． 経営分
析， 民法〈総則・債権〉． 商法〈会社〉， 労働法．
安全管理， 機械工学概論． 電気工学概論， 工業化学
概論， 図学， 外国経営学文献誘読， 経営学特殊研究
演習，
6. 学科履修の方法





17の両 日 閉 会の佐々木， 河西の両 委員を 派遣実地視察を行 ｜I 7. 学費その 他
う な ど 曲折を経て3 月31日付をもっ て大臣名の許可を発ナ ｜I (1）授業料 年額7.200円く毎年前期4月中， 俊期10月中
る に至った。
か く て大学は 4 月 1 日 学生募集要項を発表し， 要項の定
め の如 く 募集 ， 出願 ， 選抜の過程を経て 5 月 1 0日には待望
の入学式を 挙行す る の運び と なった。 そ の 内 容については
次に案 内書を掲げて紹介する こ と』す る 。 なお学長には梅




授業 料は． 事情によ り 分延納の許可， または免除を







お よび空間図形を除 く 〉 ー 旧 教 育課数 学 科 程の科目解析（I ) のうちいずれ 山
か 1 科目を選択する。 大
外国語科 英 きP五p ρザ.... ・，
富山大学経営短期大学部の昭和34年度学生募集要項
←）募 集 人 員
経営科第二部・・・・・・……8 0名
同 出 願 資 格





3. 高等 学校卒業者と同等以上の 学力があると認め ら
れた者
告）出 願 期 限
昭和34年 4月13日〈月曜日〉から
4月 19 日 〈 日曜日 〉 ま で
（四）出 願 手 続
次の書類等を取り ま と め て 出 身学校長から提出する こ
と 。 郵便による も の は書留 と し ， 封筒の表に「入学願
書」 と 朱書するこ と 。
1. 入学志願票 所定の用紙に必要事項をもれなく記入
す る こ と 。
2. 写 真 票 1枚， 所定の用紙に出願前6カ月以内
に撮影した半身． 脱帽． 横約5糎． 縦約7糎の写真
をはりつけ ． 所要事項を記 スすること。
3. 調 査 書 出身学校長が作成すること。





〉 ま たは保健所の医師の診断した も の。 但 し ， 健
2 .  健康診断












午前 9 時～ 同18時 〈附 ｜ 数 学
午前1附O分～同1���引 外国語
午後零時30分～同1時30分 ｜ 国 語(60分〉 ｜




4 .  検査場所
富山大学 富山市五福3190番地
帥 そ の 他（抜粋） (2. 4. 5. 6 ' 8 は省略〉





相違の事実が発見さ れた場合は入学を取り消す こ と
がある。
7. 合格者は5月2日（土〉本学に掲示し， 且つ， 本人
へ通知する。 く電話その他による問合せには一切応
康診断は昭和34年 1月以降に受けたものに限る。 ｜ じなLう
5. 入学検定料金1 .000円現金文は郵便為替証書と す る ｜ 備 考 昭和34年度実胞の学力検査科 目 等は暫定の も の勺
」と。
6. 省 略
7. 受験承認書 現在職に在る 者はその所属長の， 叉他
の国公私立大学に在学中の者はその学長又は学部長
の受験承認書を添付すると と 。
備 考 試験検定に よる合格者は． 当該 試験の成績証明
書を も って調査書に 代 え る こ と がで き る。
(li）省 略




こ れ等 の設置については前号でちょっ と 触れて おいたが
何れ も 3 月末次官名を も って次のとお り正式許可の通知が
あった。
かく） 入学者の選抜方法 経済学部
入学者の選抜は学力検査， 健康診断及び調査書の各成 ] . 専攻科名および専攻 入学定員
績を総合 し て行う。 経済学専攻科 経理 経営専攻 10名
1. 学力検査 2. 修業年限 1年
次の3教科について， 高等学校卒業の学力程度を標準 3. 開設時期 昭和34年度
と して検査する 。 工学部















して招かれた も の で あ る が ， そ の際 も 金沢大学長事務取扱
を兼ねて いた こ と でそ の地位が推察で き る 。 京城大学在職
中 は 2 年間 ， 英 ． 米 ． 支へ留学を 命ぜ られて い る ばか り で
な く ， そ の 前 後 3 田にわたって満州 に 出 張 ． 史蹟 の踏査資3 .  開設時期
叫 l 料の蒐集 ． は て は発掘 ま でな し てい る 。 叙上の と お り ， そな お こ れ等の 内容について は本学報の学内規程の経済寸
部 お よ び工学部規程の 一部改正を参照 さ れたい。
経済 ， 教育両学部長の改選
の在職の と こ ろ ど と ろにおいて学部 長 ， 図書舘長 ， 校長 ，
学長な どつぎつ ぎ と 要職を兼ねな が らその専門分野におい
て も数多 く の輝 しい業績を遣 して い る 。 即 ち黄河の水や東
土生経済学部長の任期は 3 月 31 日 を も って満了 と な る の ｜ 洋史観 の よ う な啓蒙 ． 教養を主眼 と した概観 ， 概説的な も
で ， 後任者の選挙は 2 月 1 9 日 午后 1 時か ら 2 時の間に同学 ！ の や ， 満鮮女化史 . 7勃海史考の よ う な ， 氏独特の専門分野
部長室で行われた。 そ の結果投票数20の う ち 1 8票を得て城 ｜ で あ る 満鮮の特殊歴史 の研究に関す る も の な ど 1 0数巻の 著
宝正治教授が 6 代 目 の学部長に選ばれた。 そ し て 4 月 1 日
か ら 就任 した 。
城宝教授は高岡 出 身 ， 大正1 4年の東京商大出 で あ る 。 昭
和 2 年母校高岡高商講師を振出 しに教授 と なっ て西洋経済
史 を講 じ ， 殆ん ど同校で終始 し て来た人であ る 。 も っ と も
同校が工専 左 変 る や一時上海大学に職を転 じ たが ， 25年に
本学教授 と なって今 日 に至っ て い る 。 その間 2 年 1 0 カ 月 に
わたって独伊米に留学を命ぜ られてい る 。
渡辺学部長は来 る 5 月 31 日 を も って任期満了 と な る 主 こ
ろ こ れに先だ ち定年制に よ り 3 月 3 1 日 退職 と な る ため学部
長は任期を繰上げて後任者を選定する こ と と な り ， こ れが
選挙を 2 月 25 日 午后1 時から 2 時の間に 同学部会議室にお
いて実施 した。 そ の結果溝上茂夫教授が有権者総数55名 中
害が あ り ． 他に も 少な か ら ぬ論作があ る こ と は ま こ と に旺
な り と し 、わねば な ら な い 。
29年退職 した後 も東洋大学教授 と な り ， 図書舘長 を も 兼
ね ． そ の上中央大学に出講す る な ど老を知 らぬ活躍振 り で
あった。 ま たかつて は本学唯一人の学術会議会員で あった
こ と も 知 ら る る と お り であ る 。 享年72才 ， 逝去に と も ない
正三位 ， 勲一等の 追叙の沙汰があ り ， 祭楽料を も 賜 わ っ
た。 昨年 1 0月 の 来学を機 と し て 学長室に掲げた写真は計 ら
ず も 故人の面影を しのぶ も の と なった。 遺族 は東京都 中野
区宮里27に住われて し 、 る 。
渡辺 ， 小寺教授な ど 4教官停 年退職
昭和32年 3 月 末か ら 実施 さ れた本学の教官停年制に よ り
の 38票を得て 当選 した。 発令は 3 月 31 日 付を も っ て行われ ｜ さ き に 原 富 ， 曽根の 2 教授を送ったが ， こ と しは渡辺 ． 小
た 。 ｜ 寺佐雄 ， 野島の 4 教官 を一挙に送 り 出す こ と と なった。
溝上教授は広島高師専攻科出身 ， 昭和 1 6年から 21 年 ま で ｜ 小寺廉吉教梗 （経〉
北海道に あ っ て 2 . 3 女学校 長 や ， 工業専門学校の 詩師を歴 ｜ 教授が本学教授 に赴任せ られたの はお年で あ る 。 同教授
任の 後22年に三重師範学校教授 ， 次い で24年富山大学教授 ｜ は大正1 4年の創立当 時か ら 1 9年にわたって高岡高商教授を
と な った も の で あ る 。 本大学におし 、 て は 2 期にわた り 付属
学校長をつ 之 めてい る 。
鳥 山 初 代 学 長 の 逝 去
本学初代学長に し て現東洋大学教授であ る 鳥山 喜一氏は
胃 がんのため 2 月 1 9 日 東大病院坂 田 外科病室で亡 く な られ
た。 昨年1 0月 開学 1 0周年を 機に大学の賓客 と し て お招 き し
た際 ． 昔に変 ら ぬ元気な姿を見せ られた印象が昨 日 の よ う
に鮮やかで あ る だ けに ， そ し て そ の病気につい て何 も 知 ら
さ れて い な かっただけ に こ の計報は ， 晴天の震謹であった。
氏は大学開設の際． よ き 伝統を遺 し て 行 き たい方針か ら
勤めた人であ り ． それが縁 と なっ て 同校を基盤 と し て 出 来
上った経済学部に職を奉ぜ られた訳で あ る 。 大正 4 年の 東
京高商出身で あ っ て ， 本学就任 ま では 山 口 経専や . G H Q  
に暫 し籍を と ど め ら れた こ と も あ る 。 ま た高岡高商時代に
は 2 年間欧米へ留学を命ぜ られて L 、 る 。 経済地理学を専攻
し ， その 基本的研究は無論 ， 濠州や 満州、l . 樺太の特殊地
域に関す る 専門的研究 ， 更には郷土の秘境五ケ山や奥能登
に実地踏査の メ ス を入 れ ， こ れを民族学的 ． 経済学的に解明
を加え ら れ る な ど そ の成 果は幾多の論作 と な っ て い る 。 今
度の退職に よ り ， 郷土の研究が中絶さ る L こ と な き かを慎
れ る 。 教授は資性 ま こ と に温厚 ， そ し て篤実， ま た人に親
初代学長に大 も の を ， と し 、 う 設置委員の苦心の選考の選に ｜ 切であった。 そ の 人柄 か ら 人や団体の世話を随分やかれた
入った 人で‘あ る 。 ま たその閲歴か ら見て も充分 こ れに価す
る 人で・ あ った。 即 ち 明治44年東京帝大卒業の後そ の年の 9
月 早 く も 中央大学講師を嘱託 ， 他3 . 4の 私学に関係 したが ，
大正 8 年新潟高校教授 ， 昭和 3 年には京城帝大教授 と なっ
て国立大学教官 の軌道を進み ， 同大学の在職中には法文学
部長 ， 図書館長な どを兼任 し ， 格戦 と と も に21 年第四高等学
校長 と なった。 そ し て24年新制大学発足する や初代学長 と
ょ う で あ る 。 その世話の 打ち合せ連絡 に よ く 内 ポ ケ ッ ト か
ら 大 き な手帳を 出 して丹念に メ モ を と って お られた姿は誠
実な教授の人物を象徴 し て ， 頬笑 ま し い ユ ー モ ア さ へ感 じ
さ せ た も の であ る 。 30年 に 3 代 目 学部長を勤め られたが ，
命令す る 学部長 と して よ り 奉仕 す る 学部長 と し づ 感を深 く
した も の であ る 。 学部長在任 中 も そ の地位に騎 る こ と な く
多忙の う ち に も 他学部の併任を諾 々 と して 引受 け ， 雨の 日
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雪の 日 も 老体を厭わず出講せ られた婆が強 く 印象に残って
し 、 る 。
教授の お兄弟には芸術家あ り 大学教授があ る が ． 洋 画
「光風会」 の重鎮小寺健吉氏は教授の実兄で あ る こ と は知
る 人 も あ ろ う 。 併 し文学座の俳優 で N H K の放送劇や映画
特に 「生 き る 」 「彼岸花」 に出演の 中村伸郎氏が教授の実
昭和 34 年 4 月 1 5 日
て ハ Jレ ピ ン大学教授 と な り 冶金学科長を勤めた り し た が ，
不 幸終戦 と な り ， ま も な く ， 国共戦の 渦 中 に 捲 き 込 ま れ 中 共 ｜ 富
側に留用 の 身 と なっ て ， 佳木斯 ， 鶏西 ． 通 化 ． 吉林な ど を l 山
転々 ， 鉱業関係の調査や技術者の教育 に 当 ら しめ ら れた。 ｜ 大
そ の 後渚陽に移 さ れて旧奉天製煉所の 復 旧 な ど に従事 し て ＇ ＝
い た。 そ し て28年 帰 国 ， 当時社運の盛んであった不二越鉱 ー
弟で あ る こ と は殆ん ど知 る ま し 、。 知って驚 く であ ろ う 。 l 業に招へい さ れたの が縁 と なっ て ＇ 3 1 年本学講師 ， 翌年教
退職後の教授 は こ の たび発足の桃山学院大学教授に就任 ｜ 授 と な り ， 金嵩工学第 4 詩座を本拠 と して冶金学を講 じて
大阪府下牧方市香里 ヶ丘二丁目 （香里 A ） 第 1 6 号 5 号 に住 ｜ 来た も の で あ る 。 I I I ノ、
居 さ れ る こ と と な った。 ｜ 中共の抑留生活 8 年 にわたった こ と は教授に と って貴重 ｜ 号
渡辺重雄教擾 （教〉
教育学部渡辺教授の兼任す る 学部長の職が 5 月 3 1 日 満了
と な る が ， そ の 前に停年に達 し 3 月 3 1 日 を も って退職 と な
り ， 同時に部長 も解任 と なった。教授は先任現早大教授長谷
川 亀太郎氏の あ と を受けて ， 学部長 を重任す る こ と 3 回に
及んだ。 そ して学部長の現職の ま ま 退 く と L 、 う 今後 も 少な
い であ ろ う ケ ー ス に該当する 最初の 人であ る 。 教授は静岡
県 の人 ， 大 正 1 2年東京帝大農学部教員養成 所 の 出 身 で あ り
爾後特殊実業教育の教員養成機関の教 員や長を勤め て ， 昭
和 1 5年戦局の 緊迫を告 ぐ る 頃か ら 事務関係に転 じ ， 地方事
務官や課 長を勤めてい る 。 終戦後教職に復 し ． 鳥取青年師
範学校長 と な り ， 22年 ， 富山青年師範学校長に転 じて来た
も のであ る 。 か く 職歴の示す と お り 学究 と い う よ り 教育行
政者 と し て 終始 し て来た観があ る 。 事実各地に在職中 も 本
な 人生経験であっ た か も 知れぬが ． 学究 と して は不運で あ
っ た と 申上げてい し 、 であ ろ う か。 も と も と 温厚な お人柄は
異境の労苦で磨 きがかか り ， 人触 り の し 、い好 々 爺を形成 し
人 々 に敬われ ． 親 し ま れた c 退職後は郷里高松市藤塚町30
の 自 宅の令患の許に落ちつかれ る 。
野島俊二郎教官の退職
野島講師は富山市の 生れで本年65才 ， 講師は富山県立薬
学専門学校を卒業さ れてか ら 暫 ら く の 間 ． 東京帝国大学医
科大学に勤務 さ れた が ， 大正 5 年母校であ る 富山 県立薬学
専門学校に赴任 さ れて か ら 一意教育に専念 さ れた。 こ の間
富山薬学専門学校の教務課 長 と して20有余年 の な がい閉 ま
た ． 大学に転換後は ． 教授会の幹事並びに各種学内委員会
委員 と し て教育 ， 運営面に尽さ れた功績は大 き な も の があ
り ， 先生の温厚篤実な性格 と 共に各人みな敬仰す る と こ ろ
職の他に種 々 な教育実業文化の 諸団体の役職を兼 ね ， 本大 ｜ であ る 。
学在職 中 も， 職業 ． 農業 ， 労政の 諸国体に関係 して盛んに ｜ 講師は ， 今後富山 市南新町の 自 宅に おい て 自 適の生活 を
活躍 し て いた。 人 と な り ． 剛毅に Lて ， 信念強 く ， 積極的 ｜ さ れ る やに 聞 く っ 仁寄〉
実行型の 人であった。 行政手腕を最 も 要す る 教育学部長 と
して は蓋 し適材で、あった ろ う 。 事実学部長 と し て 3 期連続
6 年間を勤めて い る こ と は こ れを物語 る も ので あ ろ う 。 そ
し て そ の問地元大学設置同盟会の 強力な助力 に よ る も の と
はい え ， 焼け残 り の兵舎から 今 日 の 外容を整えた こ と の功
は賛え る べ き であ ろ う 。 そ の 学部運営の 多忙の裡に も 教育
や農業の論作を も の して い る が ， 特に圧搾機や豆腐製造機
に関す る 新考案をな し て い る の は珍 と すべ き であ る 。 退職
渡 植 教 授 の 退 任
経済学部渡植彦太郎教授は こ の たび招かれて横浜の私立
神奈川大学え転出 さ る る こ と と なった。 同大学には既に先
輩大熊信行氏が教授 と し て在任せ ら れて お り ， こ れが転出
の直接誘因 と なった よ う であ る 。 教授陣容の強化充実が強
く 要望せ ら る る 折か ら教授の 如 き材を失 う こ と は傷手 と い
う べ き であ ろ う 。 教授は昭和26年阿部政太郎教授 （文〉 新
後 はひ と ま づ郷里静岡に退 カ通れ る が ， 東京に 出 ら れ る と も ｜ 潟大学転出 の あ と を受 けて赴任せ ら れた方であ る 。 大正 1 3
噂 さ れて し る 。 併 し教授に と っ て は富山は令聞を不慮の事 ｜ 年 の東京高大出身で ， 昭和 1 6年横浜市立商業専門学校に教
故に よ って失われた忘れ得ぬ土地であ ろ う 。
佐藤恒義教損 （エ〉
鞭を と られた こ と も あ り ， こ れ も こ の たびの転出の遠因を
な して い る よ う で あ る 。 併 し大正の末年か ら こ の年tこいた
る ま で1 7年間 も 外地の空気を 吸われた故か， ど こ か国際人
佐藤教授は在職僅かに 2 年 7 ヶ 月 で停年退職 と なった方 ｜ 的ス ケ ー 1むを 有 し ， 潤達明快 さ を も って い られた。 生粋の
であ る か ら ， 離れた場所での勤務 も 手伝っ て ， 知 ら ない人が ｜ 江戸つ子で あ る こ と も 一因 であ る か も 知れない。 こ の性格
多 い であ ろ う 。 四国高松の産 ， 大 正 7 年の九大出身で あ る 。 ｜ の然か ら しむる と こ ろ ， その 豊かな学殖 と 相倹って30年に
卒業 と 同時に同大学の諮師を嘱託 し ＇ 9 年には助教授に昇 （ は学生部長に ． そ し て ま た3 1 年に は経済学部長に推 されて
格 ， 爾来25年間同大学て恰金学 を講 じ 昭和 1 1 年 に 退 職 し ｜ い る 。 ま た学外では新聞執筆の 同人 と な り ， 放送では解説
て い る 。 こ の 間昭和 2 年に は理論冶金学研究のため 2 年間 ｜評話 ， 対談 ， 座談 と 出演活躍 し ， 大学の対外 P R に大 き な
独乙留学の 尊い経験を も っ て い ら れ る 。 九大退職後渡満 し ｜ 役割を演 じ てい る 。 社会学を専門 と し て ， 学内理論派の雄
一 1 3 ー
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であった。 教授は東京日 本 橋 小網町の産で‘あるが ， 先祖は
蔵前の札刺業者とき く 。 されば江戸つ子中の江戸つ子 であ
る。 その彫 り の深い風ぼ う に も江戸つ子の面影があって ，
これが郷土彫刻家 であ り ， 本学の講師である小柳津三郎氏
の芸術眼の と らえ る と こ ろとな り教授をモデル に 胸像をも
のしているほどである 。
飯 原 講 師 の 退 職
教 育学部飯原藤一講師はこのたび願出 に よ り 3月 31日付
で退職せられた。
同 講師は砺波の人 ．大正1 1年日本武徳会武道専門学校を
卒業して以来剣道の 砂教土ρとして活躍 して来 た 人 であ
る 。 文理学部の前身富山高校尋常科の教諭 に 就任 したのは
学
本学に来られたのは ， 故高光教授や ， 同諾師の出身校であ
る神戸経済大学教授 であ り ． 本学の併任講師である久保田
音二郎氏の推ばん に よ る もの であ る。 同詩師は神戸経済大
学以前 に 早稲田大学 に 学んだこ と も あるo 岡 山 の産 ， まだ
29の若さ で｝.， り ， 職歴とて も大阪府下の高校教諭を勤めた
だけ で， これから と い う 人で、あった。 なかなかの勉強家 で
あ り 専門雑誌等に発表め論作 も 少 く ない。 やがて は会計学
の本拠である経済学部に転 じて本学教官として大成 さ るべ
き 日 を期 待していたのに在職僅か に 4 年でのこ の転出は惜
まれる。 〈長崎大学経済学部〉
原因 ， 大花氏等 の退職
1 月 から本学報締切 までの退職者は実に 1 5 名 で4 月 末
昭和 16年 であって ． それから大学 に 移って今 日 まで1 8年 で ｜ に退職予定の人々を加えると20名を越える であろ う 。 異動
ある 。併しそれ以前大正1 5年 に 薬学専門の剣道師範を嘱託 ｜ 期 を含めたかかる期間 に か L る大量の退職者を出 す ことは
しているか らこれを通算する と 33年 もの長い聞になる。 尤 ｜ 今度が初めであ ろ う 。 との う ち停年告iJに よ る教官退職は別
も こ の富山 高校が国へ移管の際は一旦廃職となったが， 直 ｜ 記のとお り であ り ， 転出や願い出 に よ る退職教官 に ついて
ち に 薬専の講師嘱託， 次い で講 師とな り 24年に本学 講 師と｜ も別記 したが ， 他は老齢 に よ る も の ， 家事一身上の 都 合 に
なって今日 に 至っている 。 講師は剣道師範としては県下の ｜ よ る もの ， な ど さ まざま である。
最高峰で、あって随分活躍されたが ． 終戦を契機 と して ． 柔 ｜ なかでも老齢のため退職せられた原因辰之助氏 〈文〉 の
剣道 ． 特に剣道が軍国主義に結びつけ られ． 学校の正科 と ｜ 如きは年69才 ， 勤務年数 も富山高校時代を通算 して20年の
して排せきされた為 に 去就に迷われたよ う である 。 併 しそ ｜ 長 き に 及んでいる。 恐ら く 事務職員中の最古参者 であった
の後柔剣道は漸次復調を見せて来たが．大学の正科として 1 ろ う 。 郡 ， 県の書記から転 じた人 である。 囲碁をよ く し学
の復活は昔 日 の如 く 望むべ く もない。 同講師の職を去られ ｜ 内の横綱格 で為った。 ま た柔道 も段もち で． これ で錬えた
たの も こ こ に因由 する もの であろ う か。 同諾師の如き はそ ｜ 体躯は堂と々して ， 封土者も及ばぬ もの である 。大花恵貫氏
の勤務場所の前身 ， 後身を合せ考える時は． 本学の主のー ｜ （教）は68才 ， これもか く しゃ く た る ものであ り ． 原田氏 と
人であ るが時流の容る るとこ ろとならず， 停年を またずし ｜ 同様身心とも に 産主力を残しての勇退といってし 、 い であ ろ
て退職せら る る に 至った ことには御同情を禁 じ得なL 、。 但 ｜ う 。 氏は富 山 市役所から師範へ転じた人 で， 市役所時代は
し今後はプ D ーの立場 で斯道のために却って活躍さ る る も ｜ 兵事課長や西部出張所長をつとめた人 であった。
の と 信 じ て い る 。 ｜ く人事異動欄参照〉
佐 藤 講 師 の 転 出 ｜ 大浦彦吉助手 （薬） の 学位取得
教育学部佐藤好孝講師は 4 月 1 6 日 付を もって長崎大学助 ｜ 薬学部製薬学教室の大浦彦吉助手は ， 京都大 学 へ 論文
教授 に 昇任転出さ る る ことなった。 同講師が本大学 に 就 ｜ (mycolic acid 及び類縁化合物の 合成研究】 を提出 し て
任されたのは 30 年1 1月 である 。 それ までは同学部の職業科 ！ 学位請求のとこ ろ . 3月 6 日 付薬学博士の学位を授与され
に は商業な る 講 座はあったが専 任の教官が居なかった。 従 i Tこ。 （寄〉
って同 講師は初めての専任教官とい う 訳 であ る 。 同 講 師が
昭和 33年度卒業 ， 修了学生就職状況 〈 昭 和 34 年3月 20 日 〉
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出一白一
位 教員採用決定は四月 以降の予定。 I O 
報 昭和 34 年 4 月 1 5 日
進学家事 就 職 状 況戸ヴ主dー. 部 戸f崎� 科 ｜ 卒業者数 ｜ 希 望 者 ｜決 定 者 ｜ 比 率 % 備 考従事者数
第三初等
計
教育科 I 32 7 25 。 教員採用決定は四月以教育学部 降の予定1 6 1 9 1 52 。
経済学部 経 済 学 科
薬 学 部 薬 戸ヲ�与－ 科
電 気 工 学 科 ｜ 28 27 27 
工 業 化 学 科 ｜ 26 25 25 1 00 
工 学 部 ｜ 金 属 工 学 科 1 8  。 1 8  1 8  1 00 
機 械 工 学 科 1 6  。 1 6  1 6  1 00 
計 83 2 86 86 1 00 
計 ｜ so L 469 1 286 1教育をふ ｜
レ ク リ ェー ジ ョ ン 便 り
富 山 地 方 公 務 員 連 盟
パ ト ミ ン ト ン大会
3 月 27 日 （金〉 市内中島なる興国人絹ノ勺レ プ体育舘で催
された。 本種目 はR連盟で初めて採用 したものである 。 初
めての故か出場官庁も 6 ヶ所 ， チーム数は1 6 と い う 淋しさ
で、あった。 本大学の出場チームは 4 であるから全体の 4 分
の 1 を占める と しづ 訳である。 本学の出場チームの多い こ
と も さ る こ と ながら ， 業 も他を抜いてま さに独走の感があ
り 1 位から 3 位までを獲得した。 こ の 日 会場と なった興国
.. ...‘・』ρ，..戸・E・・・，．，・・....、，・，，川、．・・，..向・0・・.. ，，.司”
学 部 情 報
目。、，，，...、回‘”..－、 、、 ．，，，『......，’・ρ白、，.....－、‘．，’a
： 女 理 学 部 ：
文理学部の卒業者就職概況
に つ いて
文理学部今春卒業生の就職状況は別表の と お り である 。
今年の景気は良 く ない。 就職の見透 しは楽観を許さない
｜ 状勢にある…… と ． い う こ と で求人件数 も初め危ぶまれて人絹の体育館は従業員 700 を要する工場 と しては素晴 し く
I いたが， 此処数年の就職開拓の努力が実 り ， 昨年に比べて立派な ものであった。 22 坪の 2 階を含めた延坪数突に 400 I 
｜ 倍以上も件数があ り ， あらたに求人申込を受けた有力会社坪に垂ん と し ， ステ ｛ ジ ， 休息室 ． 控室． 運動具の格納室 . I 
vャ ワ 一室など完備した至れ り尽せ り の も のであった。 当 ｜ 等が数十社も あった。 と く に理学科の数学， 物理学， 化学
日 もヲー ト 4 面を とってなお縛々 たる齢裕を残している。 ｜ は時勢の流れに要求されて多きにのぼる盛況を得た。
施工費も 3 , 000 万円 とい う こ とであった。 体育を教科と し ｜ 今年の特徴は大学卒業生が積極的に ， 安心 して中小企業
て もつ大学に も垂誕お く 能わぬもので、ある 。
｜ へ進出 してゆける よ う 就職指導を した結果， た く ま しい学
囲碁． 将棋大会
｜ 生の就職意欲を盛 り 上け。中小企業会社へ相当数が入社した
2 月 27 日神通川べ り の県職員会舘で催され， 囲碁は団体 ！ こ と である 。 また ， 毎年問題になるのは女子の就職が， 男
戦と個人戦を将棋は個人戦のみを行った。 囲碁の団体戦に ｜｜ 子に比べて求人件数が少な く ． 雇用条件が悪 く その上女性
は 3 人一組のチー ム7.1 . ( 1 3機関〉 が出場し． プロ ッ ク 別 ｜l なるが放に ， どんな職場でも進むわけにいかない こ とな どリ ーグ戦を行って優劣を争い ， その勝者 6 チーム聞で ト ー ｜
｜ が ． 女性の就職難を更に深刻なものにしている こ とであ るナ メ ン ト によって優勝戦を行ったが ， 本学から 3 チーム出 ｜
場して次勝と 3 位を獲得した。 優勝は建設省工事事務所の ｜ が ， こ と しは別表の如 く女子の一流会社への就職が目立つ
得る と こ ろ と なった。
個人戦は団体戦においての最高勝率者1 0名の聞で行われ
これに薬学部の藤波氏が加わったが惜 し く も逸勝した。
将棋戦は1 5名 9 機関が出場したが本学か らは 3 名加わ り
3 名 と も勝を逸 した。 優勝は郵便局員が獲得した。
て来ている 。
なお未就職者も数名いるが ， 大体五 月末頃ま でには全部
就職ができる見透 しで、ある 。 （寄〉
卒業者就職概況 〈文理学部〉
昭和34年 3 月卒業者数 67名





1 ;  
ク マ リ ン誘導体の研究
文理学部 川 瀬 義 之
筆者の属する 化学第二研究室 （有機化学〉 では ， 福井教
授を中心 と して数年来主 と し て含酸素複素環式化合物た と
えtま ， ブ ラ ポ ン ， イ ソ フ ラ ポ シ ， ベ ン ゾ フ ラ シ ， ベ ン グ ピ
ロ γ等の誘導体について ． 合成的な研究あ る いは性質や構
造の研究等を行って来た。 ま た こ れ ら の化合物の生理作用
薬理作用について も 多大の関心を持って きた。
その 内の一つの一連の研究 と し て ， フ ラ ン核あ るいは ピ
ロ ン核を持った プ ラ ボ ン 類お よ びイ ソ フ ラ ポ ン類の研究を
行い ， こ れ ら の化合物の新しい有利な合成法を考案した。
こ の方法を用いて ， 天然に存在す る 珍 しい ブ ラ シ核を持っ
た フ ラ ポ ノ ー ノレであ る Vカ ラ シ ジ シ。 の新合成を行った。
また2 ・ 3の フ ラ ノ イ ソ ブ ラ ポ ン の合成 も 行った。 その内の
1 種は印度の セ サ ド 日 教授 （ こ の分野の世界的大家〉 も別
の方法で作っている化合物で ． 両者聞の相違等も あ り 問題
が残ってい るが我奇 は 自信を持っている 。 そ の他 ． ピ ロ ノ
イ ソ ブ ラ ボ ン類 ， イ ソ テ ク ト リ グニ シ等の合成的研究 も 行
った。
又一方別の一連の研究 と して筆者は ． デス オ キ ジ ベ ン ゾ
イ シ類 〈イ ソ ブ ラ ポ シ類合成の重要な 中間体〕 や四ーオ キ
ν ク マ リ ン類の新 しい有利な合成法を研究 し発表 した。 こ
の四一オ キ V ク マ リ シ類は生理作用 も いち じ る し く ． 研究
お よ び実用的に興味深い化合物で薬学部の北川教授の所で
も 研究 されている。 こ の 新合成法は反応段階 も 少 く 操作も
2 .  薬学部の北川晴雄教授は， 富山新聞社よ り 3 月 1 1 日 下 ｜ 簡単で収量 も よ し 、。 更に と の方法を複雑な四環性の化合物
記の と お り 文化賞 （学術賞〉 を授与， 表彰さ れた。 ｜ である ク マ リ ノ ク マ ロ ン 類の合成に も拡張す る 事 が 出 来
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文 学 科 44名
専 攻 別 ｜ 男｜女 ｜ 計 ｜禁望襲［家事｜進学 ｜禁定割 高義
哲 片そふFら 。 。 。 。
史 学 7 8 5 。 3 
国 ， 中文学 7 4 1 1  1 1  。 。 4 
英 文 学 6 1 2  1 8  1 4  3 1 1 0晴子 4 
ド イ ツ 文学 4 2 6 4 。
計 25 1 9  44 3 1  4 9 22 9 
理 学 科 23名
専 攻 別 ｜ 男 ｜ 女 ｜ 計 ｜事望設｜家事：進学｜禁；�1認
数 《寸斗4・ 3 。 3 3 。 。 j 。
物 理 学 4 。 4 3 ロ 3 。
イ色 学 9 2 1 1  9 7 2 
生 物 学 4 5 2 2 
計 20 3 23 1 7  2 4 3 
i 薬 学 部 ：
教 「民『 の 受 賞
1 .  横田薬学部長は ， 4 月 7 日 大阪市毎 日 会舘で開催 され
Tこ。 日 本薬剤師協会総会に下記の と お り 日 本薬剤師協会賞
を授与 ， 表彰 された。
記
賞 状
横 田 嘉 右 衛 門 殿
多年薬学教育に従事せ られる と 共に地方薬剤師会長 と し
てその発展に尽痔せられた功績顕著な も の があ り ま す
こ こ に 日 本薬剤師協会賞を贈呈してその功労を顕彰いた
し ま す
昭和34年 4 月 7 日
日 本薬剤師協会
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弓 状
学 術 賞 富山市稲荷元町




化賞第21 号に登録 し こ こ に表彰す る
昭和34年 3 月 1 1 日
富山新聞社社長 嵯 峨 喬
....、，．・・’・4’e・o・、．，・・，，．・、．． ・・・．，向・・．“・，句，固’・‘、・、旬，・，，．．・・
特 別 寄 稿
•＇，，， ・ 時』 “ ”・ ’『J”圃戸旬、‘．‘’・
，，H町、－······，、... ・，”...
た。 こ の ク 7 リ ノ ク マ ロ ン類は 2 年程 ま えか ら初めて登場
した化合物で ， 天然物と しては 3 種類が と り 出 されている口
そ の内の 1 つであ る ゲ ク メ ス ト ロ ー ノレ。 は ク ロ パ ー
σ＇rifolium repens〕 等の牧草中の女性ホ ノレ モ ン 作用 〈催
ク マ リ ン 誘導体の薬品的研究は世界の医薬品応用範囲に ｜ 乳作用等〉 物質 と して ， ア メ リ カ の ピ ゴ ブ 氏等に よ って研
おいて きわめて貧困な も の であったため こ れが解明に全精 ｜ 究 された化合物で ， 合成的研究 も 筆者 と 殆 ど同時に行われ
魂を打ち こ み化学構造 と 鎮静催眠の関係ア イ ソ ト ー プの利 ｜ 私信に よ れば現在も 類似化合物等について研究が行われて
用 に よ る体温降下作用の反応度合 と 分布量解熱効力な ど深 ｜ い る様であ る 。 筆者 も 前述の様に こ の系統の化合物の新合
奥な研究成果はわが国医薬学界は も と よ り ア メ リ カ ． イ ギ ｜ 成法 ． 性 質 ． 構造等の研究を行っていたので ， 早速 こ の
リ ス ， ブ ラ シス ， ド イ ツ な ど先進医学界に も驚異的反響を
も た ら し ， 人類文化の向上に寄与 した功績 き わめて大な る
庁ク メ ス ト ロ ー ノレ，， の合成に適用 した所 ， 三段階の反応で
容易に合成する 事が出来た。 こ の化合物あ るいは類似の ，
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報 昭和 34 年 4 月 1 5 日
よ り 簡単な化合物を飼料等に混入する事によ り 乳牛の生産 ｜ 聞でゆ き ， 5 時間の時差で昼夜の区別が乱れ 日記の記入に
困った。 モス コ ー ・ レニ ン グラ ー ドは東京と京都と いった l 富
感 じで ． それぞれな り の個性が近代的感覚で処理され， 独 l 山
特な都市景観を示しているのが面白い対称であ る。 あち こ ｜ 大
ちの美術舘 ． 博物舘によ り 過去の国の歴史を語 り ， 農業 ． l 品
工業博覧会で、各共和国競っ て 今 日 の 繁栄 と 将来の飛躍を示 ー
性を高める等の事も考へられ． 実用的にも興味深い。 また
この系統の化合物は強い蛍光を発 L ， その面への発展に も
興味が持たれ る。
ソ ヴ ィ ヱ ト に 旋 を し て
L ， いろい ろ な手法で国民に誇 り と 自 信を植え つ け て い
教育学部 小 沢 慎 一 郎 る。 レ ニ ン グ ラ ー ドの冬の宮殿 ． 夏の宮殿を見ただけで も
日 本の東照宮の比でな く ， 泌 じみ と 革命の必然性が理解 さ 」a
ノ 、
こ んな に も ， と 思 う 程偏見を も って 眺め ら れ ． 考 え ら れて
いる国Yソ グイ ヱ ト 。。 過 日 富山であった ソ グイ エ ト での ，
文化使節 ゲ イ ワ シ ・ ペ ト ロ ブ H の 独唱会を 聞いた さ る 学生
が語って 『先生とて もすばら しかったねえ ． ほん と う に聞
いて よ かった』 と … … そ してつづけ 『 と こ ろが僕が聞いて
きたのを知った近所の人達が グあんた赤にかぶれたがぢゃ
ないカ2かいねu と いわれて困ってし まった』 と ……。 さ ら
に加え 『でもほん と う に聞いて よかった』 と 。 私も聞いた
一人だが ， こ の よ う な会話が未だにな されている事実につ
いて特 と考えてみる必要があ るだろ う 。 いかに主義 ． 主張
が違 う と はいえ ， これではこれから文化国家と して生成発
展する国とはいえないのではなかろ う か。 と こ ろが私が訪
問 したラ ト ピヤ共和国の首都 リ ガでは 日本について 『はら
き り 』 『富士山』 『ばんざい』 位しか知 られていなし 、情け
な さ ． 時間的に も 空間的に も 世界が縮 まってい る 今 日 ， も
っ と お互いが正 し く 理解 し合 う 努力が大切だ と 思われ る 。
れる よ う に感 じた。 祖国の建設が進めば自分達の生活が ど l 号
の よ う に楽になるか ． その 日 その日 の 日 常生活に 具体的な
形で現れて く る か ら ， 国民が こ ぞって積極的に勤労作業を
通 じて V協力によ る集団主義。 に徹し か友情からの相互援
助。 に喜びと悲 しみを分ち合いながら国家に奉仕 してい る
のだ。 ある晩だったピ ヨ ネ ー ノレ少年団が夏の勤労作業を了
え ， 歌声高らかに行進 して 帰るの を眺めたのが思い出 され
る。 あの有名なモス コ ー の地下鉄が青年団の手に よって建
設されたこ と だけでも ， 国の性格が違 う と はいえ考え させ
られる。 自然公園 ， 緑の並木 ． 花壇な どの行届いた管理は
ヨ ー ロ ツ パ 屈指 と の こ と ， 道路は毎朝撒水車で洗われ ， 掃
除自動車が絶えず動いていて塵一つない清潔な街がこ の よ
う にして作られている のだ。 すべてが教育にかか り ， 真の
国力の伸長は高度に展開する教育活動によってのみ達成さ
れるのである。 保育所， 托児所， 幼稚園から小 ・ 中 ・ 高 ・
外国に洋fT1i と か 。外国人。 V西洋人h と かの言葉の意 ｜ 大学にい た る 流れを見学 し た が ， 躍進す る ため には豊富な
味， 考え方な どが無意識の中にいだいてい る外国崇拝の感 ｜ 資源を ， 高等な技術によって活用せねばな らない訳で， ソ
情か ら ． ある一種の 自己卑下のよ う な劣等感な どがわざわ ｜ 連邦経済発展 7 ヶ年計画を見て も ， その滋大な意図の中に
いしてい る 人達があま りに も 多いのに驚か される。 どんな ｜ 国民教育の整備 ． 充実 ． 科学と 文化の発展が重要な事項に
に小 さ い こ と で も ， それら の 一つ一つに 自信 と 誇 り が満た ｜ 強調 さ れてい る 。 レ ー ニ シ丘 に鋒え立つ モ ス ゴ 一大学の 偉
さ れていた と した ら ． その積み重ねから は恐 ら く 偉大なカ ｜ 容や ， 高層建築を誇る 外務省 ， 勤労者ア パ ー ト の よ う に形
が湧 く 筈であ り ， ま た それがた と え ど んなに苦 しいこ と で ｜ の大き さ で示す国力の表し方が も う 過去の語 り 草 と な り ，
あっても前途に明るい生甲斐が感じ られれば ，一歩 ，一歩踏 ｜ 実質的な内容の充実がこれからの段階である よ う だ。 私が
み しめ耐え られ る 力 も 渉みで て く る も の と い え よ う 。 こ れ ｜ こ の 目 で ま ざ ま ざ と 見 ． 触れ ， 全身で感 じた こ と は 。偉大
らの動きに好ま しい状態を持続させるのが政治であ り ， 豊 ｜ な国。 と して名実と もに世界に臨む態勢を確立する こ と に
かな価値づけは教育のカに よ って成 し と げ ら れ る も の だ。 ｜ 着 々 と 国民 の一人一人が光栄あ る 誇 り を感 じ 合 い なが ら ，
と考えた り しながら ， ソ グエ ト が重要視している極東随一 ｜ 躍進を信 じ総力を挙げている…… と 。
の不凍港ナホ ト カ港のすばら しい建設 と躍進ぶ り を思い浮
べながら ． ハパロ フス ク ま での汽車の客 となった。 あの広
大な国土 と ， 程よい人口 ． それに無音蔵な資源 ． こ の三つ
のパラ ン ス こ そ 。国の力d を形成する素材と いえ よ う 。 ハ
パロ フ ス ク の空港の軍用機や， ナホ ト カ港に浮び ， 沈み し
てい た潜水艦な どが滑稽に見え ， ぼや けて し ま う 程に V ベ
リ ヤ 鉄道沿線の大開発が進んでい る 。 科学の粋を集め た ジ
ェ ッ ト 旅客機で ， 1 万 3 千米の 成層 圏の飛行は実に快適で
パイ カ ノレ湖が水だま り ，鉄道が白毛，河が鉛の延棒の曲 り 大
森林を含む山脈がち りめんの鍛に見え月 も星も窓越 しに左
右に眺められるなど実に不思議な白 日 夢の世界を行 く とい
った旅で、あった。 ハパ ロ フ ス ク ， モ ス ゴ ｛ 間 9 千粁を 9 時
...・・’.....、＿... . .  ・関、0・ ・，，.， ...’..，，. .....、．，・’m・、、.. ...・
日 三士印C>
u・，，..， 、、・、d・～ 、、司、、 ・．・ ♂、、、H・，，..，、r、， ・．‘示、、．、．．”
｜ 女 理 学 部 日 誌 ｜
1 2月 2 日 岩瀬地区官公庁野球大会
優勝戦 （文理学部優勝〉
1 5 日 冬季休業
1 月 1 0 日 学部冬季 レ ク リ エ ー ν ヨ ン 大会 カ ル タ 大会
1 2 日 後期第1 1 週講義開始
1 7 日 学部冬季 レ ク リ エ－v ヨ ン 将棋大会
21 日 講演会 〈一般教育 自 治会主催〉
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1 月 22 日 学生 と の懇談会
23 日 県教委 と の就職に関す る 懇談会
24日 学部冬季 レ ク リ エ ー ν ヨ ン お茶の会
2 月 7 日 学部冬季 レ ク リ エ ー V ヨ シ
パ ト ミ シ ト ジ ， 卓球大会
17 日 昭和33年度授業終了
1 8 日 期末試験開始
3 月 1 3 日 野畑嘉作氷見市助役 〈外 3 名〉
学部長外生物学関係教授 と 懇談
4 月 7 日 春季 レ ク リ エ ー ν ヨ ン
職 員組合主催 〈於草津鉱泉〉
1 1 日 文理学部新入学生に対す る オ リ エ シ テ ー ν ョ
シ並に身体検査
1 3 日 前期授業開始 〈昭和34年度〉
一般教育 ォ リ エ シ テ ー ジ ヨ シ
i 教 育 学 部 日 誌 ｜
1 月10日 1
3月 1日 j 冬季認定講習
1 月12 日 ～ 1 月16 日 冬季大学体育研究集会 仁管平〉
1 月1 7 月 中部 日 本学生ス キ ｛ 選手権大会 （細野〉
1月 21日 教 授 会
2 月 3 日 ～ 2 月 5 日 中学校音楽科実技講習会ぐ岐車大〉
2 月 6 日 ～ 2 月 7 日 全国音楽教育研究大会（山形大〉
2 月 8 日 通信教育週末考査
2 月 1 1 日 教 授 会
2 月 1 7 日 付属小学校入学試験




2 月19日 ～ 2 月 20日 新入園児検査 〈男児） 19日
t女児） 20日
2 月 2 1 日 付属小学校入学者抽せん小教研十周年記念式
// 教 授 会
2 月 22 日 付属 中 学校入学試験
2 月 25 日 学部長選挙
3 月 3 日 ～ 3 月 5 日 中 学校音楽科実技講習会（岐阜大）
3 月 1 0 日 付属中学校第 十一回卒業式
新二 ． 三年生教科書販売
3月 13 日 教 授 会
3月 17 日 付属小学校卒 業 式
3月18日 付属幼稚園終業式，
3月19日 学窓会入会式
3 月 3 1 日 渡辺学部長送別会
，， 昭和34年 3 月 31 日 を以っ て通信教育講座を廃
講した。
4 月 6 日 授業開始
8 日 教 授 会
9 日 入 学 式
- 18 ー
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4 月 1 5 日 教 授 会
！ 経 済 学 部 日 誌 ｜
1 月 9 日 教授 会
12日 後期授業再開
1 3日 学部医員 羽 田 昌 三氏死去
19日 教務委 員会
2 2 日 教 授 会
28 日 北陸電力社員採用試験 〈 中 卒予定者〉 に 4 番
教室開放
2 9日 教務委員会
2 月 4 日 鉄道機器 ． 吉 田 社長来部 ， 野崎 ， 横山ゼ ミ 学
生 と 会議室で座談会開催
5 日 教 授 会
14日 後期授業終 了
17 日 経営短期大学部実地視察の ため本省か ら佐々
木八郎民他 2 名の調査員来部
19日 学部長侯補者選挙を執行 ， 城宝教授 当選
教 授 会
3 月 5 日 後期試験終了 ． 教 授 会
19日 教 授 会
30日 教 授 会
4 月 2 ～ 3 日 北陸電波管理局の無線従事者． 国家試験
に 4 . 5 .  6 番教室開放
7 日 学部職員観桜会 呉羽山よ し き 荘
9 日 教授 会
1 0日 渡値教授 白 山号で離 富
1月 14 日
27 日





3 月 4 日











1 3日 庁 教授会
30日 薬学部教授会
4 月 1 日 文部 省教育施設部名古屋工事事務所奥村睦 ・
梶野一郎技官来学
3 日 薬剤師国家試験学説試験 く 当 学部において〉
1 1日 薬学部 オ P エ シ テ － i/ ヨ シ ， 新入学生健康診
断
1 3 日 薬学部教授会
｜ 工 学 部 目 誌 ｜
1 月 8 日 教 授 会
富昭和 34 年 4 月 1 5 日
1 月 28 日










内 田 穣 吉
高 倉 弘 一
2 1 日 卒業生送別 ダ ン ス パ ー テイ
28 日 予 接 会
3 月 9 日 電気化学協会講演映写会
9 ～1 0 日 金属学会北陸支部講習会
機械工学懇談会
専任教授会






















吉 川 和 男










学長出席 （1 0時30分 公会堂〉
9 日 文部省 田 中教育胞設部 長来学 付属学校 ． 工学
部を視察
1 0 日 11 1 日 j 東海北陸地区会計課長会議 〈三重大学〉
1 4 日 付小， 付幼 願書締切
1 6 日 就職懇談会
1 7 日 短期大学部実地視察 ， 佐 々 木 ， 河西委員来学
本省岡 田 ， 伊部 ， 辺見 ， 事務官（大学課） 来学







1 6 日 補導協議会 評議会
20 日 卒業式 黒田講堂
23 日 1J 入学試験24 日 j

















2 月 6 日
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｜ 氏 名 ｜
｜ 大 坪 清 彦 ｜ 用務員 （会計課警務員〉 竺竺空
｜ ｜ 用務員 （会計課作業員〉 に採用す る酒 井 実 ｜ 兼ねて経済学部勤務を命ずる
「 奥 村 成 盛 ｜ 用務員 〈文理学部作業員〉 に採用する
｜ 高 井 清 ｜ 用務員 〈教育学部作業員〉 に糊する
｜ 船 見 幸 生 ｜ 教育学部付属学校事務主任に配置換する
｜ 竹 腰 秀 次 郎 ｜ 事務員 （教育学部） に配置換する
｜ 高 木 正 則 ｜ 会計課に配置換する
｜ 林 弘 l 文理学部に配置換する
｜ 石 野 倶 行 ｜ 庶務課に配置換する
｜ 伊 東 与 三 次 ｜ 教育学部に配置換する
［ 斉 藤 茂 男 ｜
｜ 佐 藤 供 枝 ｜ 薬学部に配置換する
｜ 館 盛 真 信 ｜ 経済学部に配置換する
｜ 松 下 イ ト ｜ 教育学部作業員に配置換する （定員内〉
｜ 塩 谷 孝 雄 ｜ 付属図書館閲覧係長時竺竺
｜一 高 畑 謙 治 ｜ 文部教官 （助手〉 に昇任させる
｜ 佐 藤 好 雄 ｜ 長崎大学に出向させる
｜ 塩 谷 孝 治 郎 ｜ 辞職を承認する
｜ 田 近 長 蔵 ｜
� 崎 鉱 治 ｜
｜ 日南田 栄 蔵 ｜
｜ 広 木 順 則 ｜
｜ 若 杉 竹 次 郎 ｜
｜ 高 畑 謙 治 ｜
｜ 大 杉 ミ サ 子 ｜ 庁
｜ 水 牧 忠 介 ｜ 講師 〈工学部〕 に採用する｜ 任期は昭和35年 3 月 3 1 日 ま で と する
｜ 近 藤 正 男 ｜
｜ 池 野 尚 志 ｜ 任期は昭和34年1 0月 3 1 日 ま で とする
｜ 塩 谷 周 三 ｜ 講師 （工学部〉 に採用する任期は昭和34年 1 0 日 1 日 ま で とする
｜ 浅 地 実 ｜｜ 任期は昭和35年 3 月 31 日 ま でとする
｜ 尾 崎 進 ｜ 任期は昭和昨； 月 3 1 日 ま で とする
(4 月 1 6 日 以降追加分〉動異事人
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4 .  30 事務員 く庶務課〉
，υ ，， （教育学部〉，， 
’：.＇ ,, 用務員 仁会計課警務員〉
，， ，， 仁教育学部作業員〉，， 
，， ,, （経済学部作業員〉打
，， ，， 事務員 く薬学部〉
5 
，， 
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非常勤講師 （文理学部〉
